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活動銀河 NGC 4258では中心からの距離 r = 0.14 − 0.28 pcの領域で H2Oメーザーが観測されている。メー
ザーを生じるには温度 T ∼数 102 K，水素の個数密度 n(H2) ∼ 107− 1010 cm−3程度の状態が必要と考えられる。
この領域の円盤では鉛直方向の自己重力が無視できなくなり (2010年春季年会 S22b)，自己重力不安定性によ

り円盤は小塊に分裂してしまうと考えられる一方で，自己重力不安定性に起因する self-regulation機構により円
盤は分裂することなく限界安定性 (marginal stability)を保つとするシナリオも提案されている (e.g. Paczyński
1978; Bertin 1997; Bertin & Lodato 1999)。円盤の安定性は ToomreのパラメータQ ≡ κepcs/πGΣで見積もる
ことができ，Q > 1の場合に安定，Q < 1の場合に不安定となる。ここで，κepは epicyclic振動数，csは音速，Σ
は面密度である。
本研究では，円盤は self-regulation機構により常に限界安定状態にある，すなわちQ = 1と仮定する。これま

での研究ではQ = 1をエネルギー平衡の式と置き換えているが，我々はエネルギー平衡の式を引き続き採用し，
動粘性係数 ν = αcsH での粘性パラメータ αを変数とする。H は円盤の半分の厚みである。
中心ブラックホール質量をM = 3.9× 107M⊙とし，質量降着率 Ṁ を変化させて数値計算を行った結果，密度

ρは Ṁ に依存せずほぼ r−3に比例して減少し，メーザー領域で n(H2) ∼ 1010 − 1011 cm−3となることがわかっ
た。温度 T は Ṁ に依存し，メーザー領域で数 102 Kとなるには Eddington質量降着率程度の Ṁ が必要である。
一方，αは rとともに増加し，メーザー領域で α ∼ 102となり一般的に考えられている α < 1と矛盾する。


